
    

    

 

 

体育祭 盛り上がりました！ 

 ～ 轟かせ大池魂！！ Spread the possibility ～ 
 
台風が来ていたので心配しましたが、予定通りに体育祭を開催することができました。 

今年の体育祭は学年別での開催、保護者・来賓の応援はなしという大変寂しいものとな

りました。しかし、生徒たちは体育の授業や学年練習のほか、各学級で工夫し練習してき

ました。当日はその成果を発揮するために皆よく頑張ることができたと思います。 

特に３年生は学年種目の内容や当日の運営なども自分たちで考えました。各学級の事前

の取組もしっかりしたもので、本番では競技する者、応援する者、準備・運営する者、そ

れぞれの立場で大いに盛り上がりました。確かに今年の体育祭は縮小版ではありましたが、

３年生にとって中学校生活最後の体育祭らしく素晴らしい出来栄えでした。 

 

【１年生】 

 １位 ２位 ３位 

学年種目 ３組 ４組 ２組 

全員リレー ２組 ３組 ５組 

【２年生】 

 １位 ２位 

学年種目 ２組 ４組 

全員リレー ２組 ３組 

【３年生】 

 １位 ２位 

学年種目 ４組 ５組 

全員リレー ３組 ５組 

 

 

訂正とお詫び 

 前回の学校だより（No.11）において、誤った記述がありました。 

【誤った記述】 

例年、四日市市主催の科学展や美術展がありますが、今年度は夏休みが短縮さ

れたために中止となりました。 

【正しくは…】 

  夏休みが短縮されたため中止になったのは、「三泗小中科学展・社会科作品展」です。

毎年１月に実施されている「三泗小中美術展、書写展」は、感染防止対策を講じた上で、

現在、実施の方向で検討、準備中です。お詫びし訂正いたします。 

 

【裏面もご覧ください】 

四日市市立大池中学校  No.12 

令和 2年 9月 25 日 発行：校長 

学校通信  
大池中学校だより 



新型コロナウイルス感染症に関するお知らせ 

 ７月末から８月初めの第２波のあと、感染拡大の様子が緩やかになり、先日の４連休に

は各観光地でのにぎやかな様子がマスコミで報じられていました。このまま

収まってくれたらと祈るばかりです。ただ、これから冬になるにつれてウイ

ルスが活発化する可能性もあり、油断のないようにしたいと思います。 

 さて、先日、市教育委員会から、新型コロナウイルス感染症についてお知

らせがありましたのでご確認ください。 
 
（１） 生徒が濃厚接触者となった場合、２週間程度の自宅待機（出席停止）となります。 

（２） ご家族が濃厚接触者となった場合、その陰性が確認されるまで当該生徒には自宅待機（出

席停止）をお願いします。 

（３） 生徒が新型コロナウイルス感染症の陽性となった場合、校内の消毒作業や健康観察のために

３日程度の臨時休校となります。また、学校内感染の広まりなどの状況に応じて、学級閉鎖、

学年閉鎖など、休校期間を延長します。 

  

校長雑感  ～達成感について～ 

教師には“とっておきの話”がいくつかあるもので、タイミングをはかって生徒たちに話します。

「先生が今まで食べたものの中で１番美味しいと思ったものは何と思う？」 生徒たちは、「ラー

メン」「ステーキ」などと答えるのですが、正解は「かき氷」なのです。 

 私は学生時代に登山をやっていました。とんでもない重さの荷物を担いで北アルプ

スに初めて登ったときのこと。先輩は頑張れと励ましますが、疲れて景色を眺める余

裕もなく、入部したことを後悔しながら必死に頂上を目指しました。 

やっと頂上に着いたとき、先輩が「雪を集めてこい。」、鍋に残雪を集めて持ってい

くと、そこに練乳をかけて食べ始めます。先輩に勧められて食べた雪の

美味しかったこと！！ 大袈裟ではなく、本当にこれまで食べたものの中で１番の

美味でした。 『かき氷』を食べながら眺めた北アルプスの雄大な景色は一生忘れら

れないものとなりました。 

「苦労して苦労して、やっとの思いで手に入れたご褒美にこそ、喜び、感動があるんだね。」とい

うことを伝えたくて、生徒たちにこの話をします。 

成し遂げる何かは人それぞれです。勉強してテストで良い点をとること。スポーツで良い記録を

出すこと。もっと身近な、自分の部屋を掃除してきれいにするといったことでもいいと思います。 

また、目標の高さも人それぞれです。人によっては高い壁も別の人にはそれほど高い壁ではない

かもしれません。１００ｍ走を１１秒で走る人もいれば、１５秒かかる人もいるでしょう。でも、

そのタイムがその人のベストであれば大きな感動を得ることができます。 

ＡＩの発達から第５次産業革命の中にあり、２０年後の未来は予測が難しい、多くの仕事を人の

代わりにＡＩが行うことになるとも言われています。そんな未来に生きる生徒たちに必要なのは、

“主体的に生きる力”、つまり、“自分のやるべきことを積極的に見つけ、自分の意思で行動する力”

ではないでしょうか。それは達成感の喜びを知ることで培われると思うのです。生徒たちに是非、

たくさんの美味しい『かき氷』を味わってほしいと願っています。 


